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　1．はじめに

　長野県内では、ニホンジカの個体数増加に伴い、
八ヶ岳（鈴木ら 2015）や中信高原（大津ら 2011）
など各地で自然植生への影響が危惧されている。被
害対策として防護柵等を設置することもある（小山
ら 2020、渡邊ら 2012 など）が、全域を守ること
は困難で、さらに維持管理にもコストがかかる。
　被害を軽減させるためには被害を受けやすい場所
から防除する必要があり、ニホンジカが歩きやす
い場所から採食する ( 岡田ら 2015) 事を考えれば、
歩きにくい環境を造成することで、被害軽減につな
がる可能性が考えられる。実際、風倒被害を受けた
トドマツ人工林で、倒木をそのまま放置した場合
に被害が軽減した事例（森谷ら 2012）や、伐採時
に林地へ残された林地残材を積み上げ、その中で植
栽したところ、一定期間被害が抑制できた（柳澤ら
2020）事例もある。とはいえ、森林施業時に発生
する林地残材を活用することが、ニホンジカの出現
を抑制しているかどうかはは、ほとんど調べられて
いない。
　伐採時に林地へ残された枝条は、運搬に手間がか
かるため林地に残されることが多い。その量は、通
常の林業経営では効率的に利用したとしても森林内
に存在した全立木の体積で換算して 30％以上（中
島・黒瀬 2002）あることから、林地残材を活かす
取り組みを検討することが望まれる。
　今回、林地残材を搬出利用できないとして、これ
を残すことが、ニホンジカにとって歩きにくい環境
を創出し、ニホンジカの侵入を防ぐことで、食害を
抑制し、森林の更新ができるのではないかと考え
た。そこで、ニホンジカが多く棲息する地域で、森
林を皆伐して天然更新をはかる際に、林地残材を林
外へ持ち出す場所と、林内で積み上げた場所を設定
し、皆伐から2夏経過時点までの更新状況を調査し、
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ニホンジカの出現状況との関係について検討した。

　２．調査地及び調査方法

１）調査地の概要
　調査は、長野県中部の東筑摩郡麻績村にあるコナ
ラの皆伐跡地とした（表 -1）。当地は、筑北村の青
柳城址公園に近い標高 950m に位置するコナラ林
で、集落からは少し離れた場所に位置している。調
査地は、66 年生のコナラ林で、2021 年冬に林道
を挟んだ 2.25ha を皆伐した ( 図 -1)。皆伐作業は同
一の業者が行い、成立していたコナラは床板や家具
などの用材のほか、薪などとして搬出利用した。
　伐採作業に際し、林地残材の有無を比較するため、
林道から山側では、立木を伐採して林道脇まで下ろ
し、林地残材をすべて搬出させた。一方、林道から
谷側は、山側で発生した林地残材を林道谷側に棚積
みさせたほか、谷側の林内に作業道を開設し、作業
道周辺に林地残材を棚状に集積させた。棚積みが難
しい枝条は、林内に散乱させた。なお、棚積みは等
高線方向に設置し、その高さは最大で 2 ｍを超え
ていた。
　また、調査地周辺のニホンジカの個体密度は、
2019 年度における当地周辺での糞粒法で 28.35 頭
/km2 とされ ( 長野県 2021)、調査地内でも足跡及
び糞が多数観察できた。

2）調査方法
　調査は、皆伐実施後の 2021 年 7 月 15 日から開
始した。調査区は、枝条をすべて搬出させた林道か
ら山側の「搬出区」と、枝条が棚積みまたは散乱状
態で残る谷側の「棚積区」とした ( 図 -1)。それぞ
れの区内に植生調査枠を設け、植生調査を行い、植
生調査枠におけるニホンジカの行動動態が把握でき
るように、各区 1 カ所に赤外線センサーカメラを
設置した。
・植生調査
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　植生調査は、それぞれの区内でランダムに 3 カ
所の固定枠を 2021 年 7 月に設置し、翌 2022 年 8
月18日に一年後の変化を記録した。枠の大きさは、
最大植生高が 2m 程度と想定し、2 × 2m とした。
調査枠は、人や車が通る林道から 10m 以上離れた
場所で、千鳥状に設定した。調査は枠内に発生した
植物の被度と高さを種類別に測定したほか、木本類
については、個体別に発生位置と樹種、樹高を記録
した。また、獣類による食害痕跡も確認した。
・赤外線カメラ調査
　赤外線センサーカメラ（TREL20-J）は、立木等
への固定が必要となるため、植生調査枠の中で最も
周辺森林に近い 1 カ所で行った。カメラの観測は、
植生調査枠が写るように地上1～1.5mに設置して、
2022 年 4 月 1 日から 7 月 3 日まで行った。
　カメラの記録解析では、撮影された写真の中で、
ニホンジカが確認できたもののみを採用した。本調
査では 1 回の撮影により、1 秒間隔で 3 枚の写真
が撮影される。さらに、60 秒のインターバルをお
いて、赤外線センサーが反応すれば、再度シャッター
が落ちる。このため、同一個体がその場所に滞在し
ていれば、何度も撮影される場合がある。そこで同
一個体が出現しているかどうかは、個体サイズおよ

び性別、角や鹿の子模様などから判断した。同一個
体が撮影範囲を離れるまでの間を 1 回の出現とし
てその合計時間を記録した。なお、出現時間の記録
は、カメラの反応速度が 1.2 秒であることから、写
真として記録されていた最初の時間と最後の時間に
1 秒を加えた時間を出現時間とした。また、同一日
に時間をおいてニホンジカが出現した場合もあった
が、連続していないと判断された場合は、別の出現
であると判断した。

　３．結果

１）植生調査
・調査開始時の状況
　調査開始時の 2021 年 7 月時点では、搬出区も棚
積区も植被率は 5％程度と低く、時折 50cm を超え
る草本が散見されただけだった（写真 -1,2）。伐採
前はコナラを中心とした高木性広葉樹が、400 本 /
ha 以上成立（表 -1）しており、その多くが萌芽更
新をしていたものの、萌芽更新株はニホンジカの食
害を受けていた。
・翌年の状況
　皆伐翌年にあたる 2022 年調査は、8 月 18 日に

表 -1　調査地の概要

図 -1　調査地位置図 ( 国土地理院地図に加筆 )
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実施した。棚積区では植被率がほぼ 100% で、植
生高も250cmに近づいており、搬出区より大きかっ
た（図 -2 上段）。
　一方木本類に注目すると、両区ともにほぼすべて
の高木性木本がニホンジカの食害を受け、最大樹高
は 40cm を超えてはいたものの、大半が樹高 5cm
程度と低く、全個体の平均樹高は 20cm に満たず、
樹高は伸びていなかった（図 -2 下段）。
　枠内には、ヨウシュヤマゴボウやタケニグサと
いったニホンジカの不嗜好植物が、両区ともに優占
していたが、搬出区ではこうした不嗜好植物も食害
を受け、草丈が抑えられていた。
　つまり、皆伐翌年における搬出区と棚積区の植被
率及び植生高の違いは、不嗜好植物の食害があった
かどうかの違いに留まり、当初期待していた木本類
による森林の更新には至らなかった。

２）赤外線カメラの撮影結果
　赤外線カメラによる 94 日間の調査中に、合計で
784 枚のニホンジカが記録された。記録されたニ
ホンジカは、表 -2 に示すとおり、出現日数、出現
頭数、出現回数、日あたりの出現確率のいずれもが、
搬出区で多かった。しかし、その差は明瞭とはいえ
ず、今回のような形で林地残材を残したとしても、
ニホンジカの出現を抑えることはできなかった。

写真 -1　調査開始時の搬出区

写真 -2　調査開始時の棚積区

図 -2 伐採翌年夏の植生調査結果
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枝条の高さが低下することで侵入されている（柳澤
ら 2020）ことが挙げられる。このことから、等高
線方向に棚積みされた今回の棚積区は、水平方向へ
は移動可能であり、ニホンジカの侵入防止にはなら
なかったと判断できる。
　とはいえ今回の調査で、皆伐翌年に棚積区で植被
率と植生高がニホンジカの背丈を超えて繁茂した
ことには注目したい。というのも下層植生が繁茂

3・ニホンジカの行動解析
　林地残材を残したにも関わらず、ニホンジカの侵
入を防げなかった原因を探るため、写真に写ったニ
ホンジカの行動を「移動」と「採食」に区分した。「移
動」は、カメラに写っている間、歩くまたは走るな
どで一定方向に移動しただけの個体を示した。一方、

「採食」はニホンジカが頭を下げて枝葉に触れるも
のや、口の周りに採食した葉が付着していた場合を
示し、時間とともに移動をしていたとしても頭部の
上げ下げなどで採食と判断できるものとした。写真
の解析で「移動」か「採食」に区分できないものは

「その他」とした。
　その結果、「移動」は棚積区で少なく、搬出区で
は出現回数の 1/3 を占めていたが、食害に直結す
る「採食」は、搬出区と棚積区の違いがなかった（図
-3)。
　次にニホンジカの出現時間の合計を整理したとこ
ろ、出現時間の大半は「採食」の時間となっており、
林地残材を残した棚積区の方が長時間にわたってい
た（図 -4）。
　この傾向は、1 回あたりの出現時間で見ても顕著
で（図 -5）、ニホンジカは棚積区のほうが、より長
い時間を過ごしていた。

　４．考察

　今回の結果から、林地残材を集積散乱させてもニ
ホンジカの侵入を防止することができなかった（図
-3）ばかりか、採食のために長い時間滞在させて（図
-4,5）、木本類が成長しなかった（図 -2 下段）。つ
まり林地残材を残せば、森林の更新に寄与するので
はないかとの仮説は否定された。
　その原因を分析すると、風倒木を除去して平行に
棚を積み上げた場合はその効果が低下していたこと
( 森谷ら 2012) や、枝条を積み上げた枝条柵でも、
植栽地を四方から囲めば侵入防止効果があったが、

図 -3　調査区毎の行動別ニホンジカ出現回数

図 -4　調査区毎の行動別ニホンジカ出現時間合計

図 -5　1 回あたりのニホンジカ平均出現時間合計

表 -2　赤外線カメラ調査結果
             (2022/4/1 ～ 7/3) 合計
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ものである。
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した状態では、ニホンジカが侵入しにくい（井上ら
2007）とされているためである。
　実際、不嗜好植物が繁茂した環境では、防護柵
がなくても柵内と同程度にヒノキが成長しており

（島田ら 2017）、2 年生のヒノキでも下層植生が
120cm 程度で繁茂していれば、成長点となる頂芽
の食害が軽減する（渡邊ら 2013）。つまり、不嗜
好植物が繁茂すれば、その下に隠れた高木性広葉樹
が、被圧されながらも食害を逃れて成長する可能性
がある。
　棚積区で不嗜好植物が発達した背景には、枝条を
散乱させたことが効いていると判断できる。棚積区
で確認できたニホンジカは、採食時に枝条の間に首
を突っ込んでおり、枝条が散乱していたことで、餌
である植物が食べにくくなり、食べ残しが発生した
のではないだろうか。特にタケニグサやヨウシュヤ
マゴボウなどの不嗜好植物となると、より採食から
逃れることができ、一気に成長できたといえる。
　また棚積区では、搬出区に比べて移動個体の観察
回数が少なかったことは、等高線方向だけであって
も視覚的・物理的に障害となる棚が存在することは、
ニホンジカの侵入を一定程度は抑制できたともいえ
る。
　枝条の積み上げにより、視覚的・物理的な侵入抑
制効果があったとするならば、不嗜好植物であって
も植生が繁茂したことは、さらなる遮蔽効果を生ん
だとも考えられる。
　このことを考えれば、棚と不嗜好植物によって、
視覚的・物理的な遮蔽がされた棚積区は、ニホンジ
カの侵入防止効果が今まで以上に期待でき、不嗜好
植物の下で被圧されながらも生き残っている高木性
広葉樹が徐々に成長して、森林の更新につながる可
能性がある。
　今回の結果を踏まえ、今後も継続して研究を進め
ることで、遮蔽効果が被害防止につながるかどうか
を検証していきたい。
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い氏に協力を賜りましたのでこの場を借りて感謝申
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